
１価

５価

三種混合（ＤＰＴ）

ポリオ（ＩＰＶ）

２価

４価

９価
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アップ接種

令和6年度予防接種スケジュールについて　ＮＯ．２（令和6年4月改訂）

標準的接種年齢と接種期間 注意事項

・①－②－③はそれぞれ２７日以上あける。

・③－④は７か月以上あける。

・１歳までに①－②－③はそれぞれ２７日以上あける。

・③－④は６０日（２か月）以上あけて，１歳～１歳３か月で接種。

・定期接種として，１歳までに①－②－③はそれぞれ２７日以上，③－④

は６０日（２か月）以上あけて，１歳～１歳３か月で接種。

※２回目の接種が１歳を超えた場合，３回目の接種は行わないこと。（追

加接種は可能）

・７～１１か月で初回接種：２歳までに①，②の接種後②から６０日以上

あけて１歳以降に③を接種。

・１歳から２３か月で初回接種：①，②を６０日以上あけて接種。

・２～４歳で初回接種：①のみ。

・生後２～６０か月までに終了すること。

・定期接種として，①－②－③の間はそれぞれ２７日以上，③－④の間は

７か月以上あける。

※１歳に至るまでに初回接種を３回行えなかった場合は，初回接種から２

７日以上あけて１歳以降に１回接種。

・７～１１か月で初回接種：①，②の後は７か月以上あけて③を接種。

※１歳に至るまでに初回接種を２回行えなかった場合は，初回接種から

２７日以上あけて１歳以降に一回接種。

・１～４歳で初回接種：①のみを接種。

・生後２～６０か月までに終了すること。

ヒブワクチン

（インフルエンザ菌ｂ型）

小児用肺炎球菌（１３価・１５価）

・１１～１６歳（小学６年生～高校１年生相当）までに終了すること。

・左記方法をとることができない場合は，①ー②は１か月以上の間隔をお

いて２回行った後，②－③の間は３か月以上て１回接種。

・交互接種は可能ではあるが，原則同じワクチンで接種を完了することが

望ましい。

　　　　　　※令和４年４月１日～令和７年３月３１日までの期間に実施する子宮頸がんワクチンのキャッチアップ接種について

・平成９（１９９７）年４月２日から平成２０（２００８）年４月１日生まれの女子。

・過去に１回又は２回のワクチン接種歴があり，長期にわたり接種を中断していた方も対象となります。その際は，接種を初回からやり直すことな

く，残りの回数の接種（２，３回目又は３回目）を行うこと。

・接種間隔は２価，４価，９価ともに上記と同じ。交互接種は可能ではあるが，原則同じワクチンで接種を完了することが望ましい。

ワクチン

・①生後２か月。

・②生後３か月。

・③生後７～８か月。

・①－②は２７日（４週）以上あける。

・①－③は１３９日（２０週）以上あける。

・生後６週から接種可能。①は生後８～１５週未満を推奨。

・１価ワクチン（ロタリックス）：①－②は４週以上あける。（計２

回）

・計２回の接種。②は生後２４週までに終了すること。

・生後１２か月未満までに終了すること。

・生後６週から接種可能。①は生後８～１５週未満を推奨。

・５価ワクチン（ロタテック）：①－②ー③はそれぞれ４週以上あけ

る。（計３回）

・①－②－③はそれぞれ２０日以上あける。

・③－④は６か月以上あけ，③終了後１２～１８か月の間に接種。

・１１～１３歳未満までに終了すること。

・生後２～９０か月未満までに終了すること。

・生後２～９０か月未満までに終了すること。

・計３回の接種。③は生後３６週までに終了すること。

・生後１２～３６か月未満までに終了すること。

任

意

接

種

おたふくかぜ

インフルエンザ

ロタウイルス

・①生後１２～１５か月。

・②１回目から６～１２か月あけて接種。

・標準的には生後５～８か月未満に接種。

・生後１２か月未満に接種。

・①１～２歳未満。

・②５～７歳未満で，小学校就学の１年前から就学前日までの間

定

期

接

種

ＢＣＧ

麻しん・風しん混合（ＭＲ）

水痘

・生後２～９０か月未満までに終了すること。

・①－②－③はそれぞれ２０日以上あける。

・③－④は６か月以上あけ，③終了後１２～１８か月の間に接種。

・①１１歳。

・①－②－③はそれぞれ２０日以上あける。

・③－④は６か月以上あけ，③終了後１２～１８か月の間に接種。

Ｂ型肝炎

四種混合（ＤＰＴ－ＩＰＶ）

二種混合（ＤＴ）

五種混合（ＤＰＴ－ＩＰＶ－Ｈｉｂ）

・①－②－③はそれぞれ２０日以上あける。

・③－④は６か月以上あけ，③終了後6～１８か月の間に接種。

・生後２～９０か月未満までに終了すること。

任意接種の

推奨期間

日本脳炎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※日本脳炎ワクチン接種未完了者への特例措置

・平成７（１９９５）年４月２日から平成１９（２００７）年４月１日生まれの方で，４回の接種が終わっていない方は２０歳になるまでは無料で

接種可能。

・平成１９（２００７）年４月２日から平成２１（２００９）年１０月１日生まれの方で，平成２２（２０１０）年３月３１日までに①，②，③の

予防接種をしていない方で，９～１３歳未満の方は無料で接種可能。

ヒトパピローマウイルス

（子宮頸がんワクチン）

・中学１年生女子。

・２価ワクチン（サーバリックス）①－②は１か月以上，①－③の間は6

か月以上あける。

・１１～１６歳（小学６年生～高校１年生相当）までに終了すること。

・左記方法をとることができない場合は，①－②は１か月以上の間隔をお

いて２回行った後，①から５カ月以上，かつ②－③の間は２か月半以上あ

けて③を接種。

・交互接種は可能ではあるが，原則同じワクチンで接種を完了することが

望ましい。

定期接種の

推奨期間

・①・②３歳で接種し，①－②は６日以上あける。

・③４歳で接種し，②から６か月以上あける。

・④９歳。

・①１歳以上で接種。

・①－②は４週（２～４週）以上あける。

・①は１歳を過ぎたら早めに接種。

・②は麻しん風しん混合（ＭＲ）の②と同時期での接種を推奨。

・１３歳未満は２回接種。

・１３歳以上は原則１回接種。

・①②③は生後６～９０か月未満までに終了すること。

・④は９～１３歳未満までに終了すること。

・中学１年生女子。

・４価ワクチン（ガーダシル）①－②の間は２か月以上，①－③の間は

６か月以上あける。

・11～14歳女子（2回接種）

９価ワクチン（シルガード）①－②の間は６か月以上あける。

※１５歳になるまでの間に１回目の接種を行えば，２回での接種を完了

とする。

・15～16歳女子（３回接種）

９価ワクチン（シルガード）①－②の間は２か月以上，①－③の間は６

か月以上あける。

・１１～１６歳（小学６年生～高校１年生相当）までに終了すること。

・交互接種は可能ではあるが，原則同じワクチンで接種を完了することが

望ましい。

・左記方法を取ることができない場合

11～14歳女子：①－②の間は最低５か月以上あける。

15～16歳女子：①－②の間は１か月以上，②－③の間は３か月以上あけ

る。


